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今年飛来した白鳥は約４０羽。水を飲んだり、水底の水草の
根や茎、藻などを食べて、優雅に羽根を休めていました。
休日には、餌を持った親子連れなどが訪れ、ちょっとした憩
いの場となっています。
（お願い：池にゴミがあると、白鳥は餌と勘違いして食べてし
まいます。ゴミは捨てないでください。）
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新地町空き家等活用情報提供事業 

町では、豊かな自然のなかで、田舎暮らしや農の
ある暮らしをしてみたいとお考えの方々に、ホーム
ページ上で新地町内の空き家等に関する情報を提
供する「新地町で暮らしましょう 空き家情報」を
はじめました。
町外には住みたくない、転入や長期滞在をしてみ
たい、気に入った空き家もある。でも「買うのはち
ょっと」という方には、定期借家契約(※１)という
方法もあります。
現在のところ、５件の物件が登録されています。
ぜひ１度、町のホームページを覗いてみてください。
なお、ホームページ上での情報提供を基本としてい
ますが、企画振興課窓口でも紹介できますので、お
気軽にご相談ください。

町企画振興課（ ２１１２）
http: / /www.shinchi- town.jp/

町内に空き家等の物件をお持ちで、登録を希望す
る方は町へ申請が必要です。ホームページからダウ
ンロードするか、又は企画振興課窓口にある申請
書へ必要事項を記入し提出してください。

・この情報は、不動産取引にかかる行為ではありません。
・物件の問い合わせ、所有者・利用希望者への連絡はメールを基本とします。
・賃貸の交渉や契約については、所有者と希望者の二者間で行ってください。必要により宅建業者を斡旋
します。
・情報については、所有者に公開の同意を頂いた物件のみを掲載しており、町内全ての物件が掲載されて
いるわけではありません。

①「定期借家契約」は、契約で定めた期間の満了により、
更新されることなく定期的に借家契約が終了します。
②「定期借家契約」を結ぶためには、必ず公正証書等
の書面による契約書を結ぶ必要があります。
③「定期借家契約」が終了するときは、期間の満了に
より建物の賃貸借が終了する旨の通知が必要です。

利用希望者 

①情報募集 

②登録申請 

⑤連絡・了解 

③事業ＰＲ 

④物件問合せ 

⑥家主紹介 

⑦当事者同士で直接交渉・契約 
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町では、スポーツの振興
と普及をはかるため、「スポ
ーツ講演会」を開催します。
入場は無料です。みなさん
お誘い合わせのうえご来場
ください。

２月28日
午後７時～
農村環境改善センター

演題「スポーツで身体も心も健康に！」
講師　福島大学助教授　安田俊広先生

町生涯学習課（ ２０８５）

活
動
拠
点
と
な
る
施
設
を
設
置

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
て

定
期
的
・
継
続
的
に
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
を
行
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
に
関

わ
っ
て
き
た
方
ば
か
り
で
は
な
く
、

関
わ
り
が
な
か
っ
た
方
に
も
、
気

軽
に
取
り
組
め
る
環
境
を
作
り
上

げ
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

も
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
感
覚
で

ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
め
る
の
が
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
す
。

ど
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
す
る

の
か
は
、
こ
れ
か
ら
具
体
的
に
決

め
て
い
き
ま
す
。
み
ん
な
で
意
見

を
出
し
合
い
、
よ
り
よ
い
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
作
り
上
げ
て
い

く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

町
生
涯
学
習
課(

２
０
８
５)



現
在
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
、
平

成
13
年
の
電
波
法
の
改
正
を
受
け
、

平
成
23
年
７
月
24
日
を
も
っ
て
終

了
し
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放

送
へ
完
全
移
行
と
な
り
ま
す
。

昨
年
12
月
か
ら
、
東
北
地
方
で

も
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
が

始
ま
り
、
新
地
町
で
も
宮
城
系
列

の
放
送
が
視
聴
可
能
と
な
っ
て
い

る
ほ
か
、
福
島
系
列
は
平
成
19
年

以
降
、
原
町
中
継
局
（
南
相
馬
市

原
町
区
）
が
開
局
し
た
後
、
視
聴

可
能
と
な
る
見
込
み
で
す
。

現
在
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送

共
同
受
信
設
備
に
つ
い
て
は
、
平

送
に
必
要
な
ア
ン
テ
ナ
を
設
置
し
、

譲
渡
さ
れ
ま
す
。

②
受
信
障
害
が
あ
る
場
合
に
は
、

個
別
ア
ン
テ
ナ
の
設
置
も
し
く
は

共
同
受
信
施
設
の
改
修
を
実
施
し

ま
す
。

対
策
範
囲
が
広
い
た
め
、
工
事

完
了
ま
で
し
ば
ら
く
期
間
を
要
し

ま
す
が
、
平
成
21
年
中
に
は
終
了

す
る
予
定
で
す
。

具
体
的
な
対
策
の
時
期
・
方
法

等
に
つ
い
て
は
、
別
途
、
広
報
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

成
23
年
７
月
24
日
ま
で
は
、
そ
の

ま
ま
で
視
聴
で
き
ま
す
。

放
送
終
了
後
は
、
ア
ナ
ロ
グ
共

同
受
信
設
備
は
、
順
次
撤
去
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

相
馬
共
同
火
力
発
電
㈱
と
東
北

電
力
㈱
で
は
、
福
島
県
内
の
放
送

が
受
信
で
き
る
平
成
19
年
か
ら
現

地
調
査
を
実
施
し
、
受
信
状
況
を

確
認
し
た
後
、
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ

放
送
が
視
聴
で
き
る
よ
う
、
次
の

よ
う
な
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

対
策
の
内
容
は
、
調
査
の
結
果
、

①
受
信
障
害
が
な
い
場
合
は
、
各

家
庭
に
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放

地上デジタル放送は、現在のアナログ放
送に比べ、受信障害に強い伝送方式をとっ
ているため、電波の遮蔽や反射などによる
影響を受けにくいことから、テレビ電波に
関する障害は基本的に解消されます。

地上デジタル放送を視聴するためには、
「ＵＨＦアンテナのほか、デジタル放送対応
の専用機器（デジタル対応テレビもしくは
受信チューナー）」を個別に設置する必要が
あります。

個別アンテナの設置
もしくは共同受信施
設の改修を行いま
す。

各家庭に地上デジ
タルテレビ放送受信
用アンテナを設置し
ます。

・相馬共同火力発電㈱（ ５６８０）
・東北電力㈱福島支店（ ）

町県民税申告と所得税申告の時期となりました。申告方法等については、１月下旬に各家庭に配付した
「申告のご案内」をご覧ください。
各地区の指定日（下記受付日程表）に申告してください。なお、指定日に都合の悪い方は、福田地区は

2月17日、新地地区は2月24日と3月3日、駒ヶ嶺地区は3月10日のそれぞれ夕方（午後５時30分～７時）に
申告してください。また３月12日～15日は、3月10日までの指定日に来られなかった場合に申告できます。

税務課（ ２１１９）

【午前】午前９時～11時30分　【午後】午後１時～５時　【夕方】午後５時30分～７時
役場101･102会議室

（※）は都合により指定日に来ることが出来ない方

※日程表は、1月20日号と一緒に配付した「申告の
案内」にも掲載しています。

２ １４

１５

１６

１７

２０

２１

２２

２３

２４

２７

２８

火

水

木

金

月

火

水

木

金

月

火

３

東北税理士会相馬支部では、税理士による「税の無料相談」を行います。お気軽においでください。
２月23日 午前10時～午後３時
ショッピングタウン Ｖｅｇａ（ジャスコ相馬店）

【税金のご相談は税理士へ】税の相談、税務書類の作成、税務官署への代理、調査の立ち会いは、税理
士でないと出来ません。

東北税理士会相馬支部（ ４１４９）



二十歳の門出を祝う「平成18年新地町成人式」が
１月８日、農村環境改善センターで行われ、新成人
をはじめ、来賓、議会、関係者など約180名が出席し
ました。
今年、町では、135名（男77名、女58名）が大人の
仲間入りをしました。当日は華やかな着物や真新し
いスーツ姿の新成人のみなさんが、久しぶりに再会
した友だちと思い出話をしたり、写真を撮ったりし
ていました。
式では、お母さんコーラス「コールしおさい」の
リードによる国歌斉唱、新地町の歌のあと、加藤町
長が「自分の将来像をしっかりとイメージして夢を
大きく持ち、自己の人格向上・充実を図るとともに、
愛情・尊敬・信頼を身につけていただきたい」と式
辞を述べ、来賓の鈴木利町議会議長がお祝いの言葉
を贈りました。
新成人を代表して、秋場正人さん（小川）が加藤
町長から記念品を受け取り、牛坂真典さん（大戸
浜・東京都在住）が「社会を考えるのは私たちの仕
事だと思います。今日を機に、社会の一員だという
ことを意識して行動し、今まで以上に努力していき
ます。」と謝辞を述べました。続いて、４人の新成人
が二十歳を迎えた喜びと抱負などを発表し、社会人
としての自覚と決意を新たにしていました。記念セ
レモニーでは、マジシャンのＭＡＧＵＲＡさんによ
るマジックショーが行われました。

元旦恒例の「元旦鹿狼山登山」(主催：鹿狼山
元旦登山実行委員会)と「釣師の浜から初日の出
を見る会」(主催：釣師の浜をきれいにする会)が
行われました。

「元旦鹿狼山登山」には、
朝早くから約１，０００人

が参加。午前７時過ぎに雲
の間から初日が顔をのぞか

せると、参加者たちは万歳をして新年を祝いまし
た。また、今年はＮＨＫラジオによる生放送も行
われ、「鹿狼アルプホルン倶楽部（代表　仁科靜
夫さん）」の演奏など、
元旦の鹿狼山頂の様子
が全国に放送されまし
た。鹿狼山のふもとで
は、特産品振興協議会
による特産品の販売や、
参加者に商工会青年部
からお茶やコーヒーなどのサービスが行われまし
た。

「釣師の浜から初日の出
を見る会」では、水平線の
雲の間から初日が昇ると、
参加者全員で万歳三唱を行

い、会員の皆さんが浜辺に設けた鳥居の前で、そ
れぞれの思いを初日に願いました。また、地元の
食材を使った、豚汁が無料で振る舞われ、参加
者は冷えた身体を暖めていました。釣師の浜をき
れいにする会では、きれいな釣師浜を維持してい
こうと、年間を通して清掃活動などを行っていま
す。

２
０
０
６
年
元
旦
、
初
日
が
顔

を
出
す
と
、
鹿
狼
山
頂
か
ら
ア
ル

プ
ホ
ル
ン
の
音
色
が
響
い
た
。
演

奏
し
て
い
る
の
は
、「
鹿
狼
ア
ル
プ

ホ
ル
ン
倶
楽
部
」
の
会
員
の
み
な

さ
ん
。
メ
ン
バ
ー
の
夢
が
叶
っ
た

瞬
間
だ
。
し
か
も
、
ラ
ジ
オ
の
全

国
放
送
も
さ
れ
た
。

き
っ
か
け
は
、
代
表
の
仁
科
靜

夫
さ
ん
が
「
町
の
シ
ン
ボ
ル
鹿
狼

山
で
、
ア
ル
プ
ホ
ル
ン
を
高
ら
か

に
響
か
せ
、
新
年
を
祝
う
こ
と
が

で
き
た
ら
素
晴
ら
し
い
」
と
、
思

い
立
っ
た
こ
と
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
会
員
を
募

集
し
た
と
こ
ろ
、
町
内
外
か
ら
16

人
が
手
を
あ
げ
、
昨
年
１
月
に
倶

楽
部
を
発
足
。
み
ん
な
初
心
者
の

た
め
、
な
れ
な
い
譜
面
に
と
ま
ど

い
な
が
ら
も
、
週
２
回
、
仁
科
さ

ん
の
自
宅
や
総
合
公
園
で
一
生
懸

命
練
習
を
重
ね
て
き
た
。
そ
う
し

て
い
る
う
ち
に
、
町
内
の
話
題
と

な
り
、
新
聞
に
も
た
び
た
び
取
り

上
げ
ら
れ
た
。

元
旦
に
は
、
仁
科
さ
ん
が
初
日

の
出
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
作
っ
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
曲
「
歓
（
よ
ろ
こ
び
）」

を
演
奏
。
メ
ン
バ
ー
が
ヒ
ノ
キ
や

ス
ギ
、ア
カ
マ
ツ
で
で
き
た
部
品
を

一
つ
一
つ
組
み
立
て
、
元
旦
ま
で

に
８
本
の
ア
ル
プ
ホ
ル
ン
を
完
成

さ
せ
た
。

仁
科
さ
ん
は
、「
鹿
狼
山
で
の
演

奏
が
実
現
で
き
て
、
と
て
も
良
か

っ
た
。
こ
れ
か
ら
、
も
っ
と
練
習

を
し
て
技
術
を
磨
い
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。」
と
、
ホ
ッ
と
し
た

様
子
で
し
た
。

現
在
、
会
員
は
22
名
と
な
り
、

今
後
は
、
さ
ら
に
メ
ン
バ
ー
を
増

や
し
、
将
来
は
町
を
ア
ル
プ
ホ
ル

ン
で
有
名
に
で
き
た
ら
と
考
え
て

い
る
そ
う
で
す
。

kikaku
テキストボックス
▲謝辞を述べた牛坂真典さん



今年１年間の交通事故ゼロを願い、相馬地区と
合同の「年頭交通安全祈願祭」が１月６日、子眉
嶺神社で行われ、相馬・新地地区の交通関係団体
代表、相馬警察署など約60人が出席しました。
昨年は相馬警察所管内の交通死亡事故が増加し
たことに伴い、今回、初めて相馬地区と合同で行わ
れました。関係者らは、一丸となって交通安全に取
り組み、交通事故ゼロを祈願しました。

新地町商工会（後藤顯一会長）主催による、「新
年賀詞交歓会」が１月11日、農村環境改善センタ
ーで、町内の事業所や町議会、各行政区長、学校関
係者など約100人が出席して開催されました。
交歓会では、後藤会長があいさつを行い、地酒鹿
狼山の鏡割りで懇親会にはいりました。その他、大
抽選会なども行われ、出席者たちは、和やかな雰囲
気の中、新年のあいさつを交わし、今年一年の抱負
を語り合いました。

一
年
間
の
海
難
事
故
ゼ
ロ
を
願
い
「
県
海

難
救
済
会
新
地
救
難
所
出
初
め
式
」
が
１

月
14
日
、
相
馬
双
葉
漁
業
協
同
組
合
新
地

支
所
で
行
わ
れ
、
救
難
所
員
や
関
係
者
な
ど

約
50
名
が
参
加
し
、
海
難
事
故
ゼ
ロ
を
願
い

ま
し
た
。

出
初
め
式
で
は
、
定
年
退
職
者
の
寺
島

利
己
さ
ん(
釣
師)
と
、
20
年
勤
続
の
鈴
木
豊

さ
ん(

大
戸
浜)
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

救
難
所
は
、
地
元
漁
師
や
漁
協
組
合
員

な
ど
で
構
成
し
て
お
り
、
海
難
事
故
な
ど
の

際
に
出
動
し
救
助
活
動
を
行
い
ま
す
。

１
月
26
日
の
文
化
財
防
火
デ
ー
を
前
に
、

文
化
財
防
火
訓
練
が
１
月
22
日
、
駒
ヶ
嶺

の
諏
訪
神
社
で
消
防
新
地
分
署
や
町
消
防

団
、
地
区
住
民
約
40
人
が
参
加
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

防
火
訓
練
で
は
、
消
防
署
員
と
消
防
団

が
連
携
し
て
の
放
水
訓
練
や
、
地
区
住
民
ら

に
よ
る
初
期
消
火
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
、
参

加
者
た
ち
は
、
真
剣
な
表
情
で
取
り
組
み
ま

し
た
。

文
化
財
防
火
訓
練
は
、
町
内
各
地
に
残

る
貴
重
な
文
化
財
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
に

毎
年
行
わ
れ
ま
す
。

農
業
や
農
村
の
活
性
化
に
つ
い
て
考
え
る

「
新
春
農
業
講
演
会
」
が
１
月
24
日
、
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
町
内
の
農
家
の
方
を
中
心

に
約
60
人
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
、
喜
多
方
ラ
ー
メ
ン
の
仕
掛
人

で
も
あ
り
、
福
島
県
地
域
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
21
会
長
の
山
口
和
之
氏
が
「
集
落
営
農
は
人

づ
く
り
か
ら
」
と
題
し
て
講
演
を
行
い
、「
こ
れ

か
ら
の
農
業
経
営
は
、
自
立
自
助
の
精
神
が
な

け
れ
ば
生
き
残
れ
な
い
。
町
に
依
存
し
て
い
た

の
で
は
ダ
メ
。
皆
さ
ん
が
立
ち
上
が
り
、
良
い

町
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
持
つ
こ
と

が
大
事
で
す
。」
と
、
様
々
な
地
域
の
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
き
た
実
績
や
、
体
験
談
な
ど
を
ユ

ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
話
し
ま
し
た
。

毎年恒例になっている新地朝市出店者会主催の
「歳の市」が12月30日、農村環境改善センター前駐
車場で開かれました。
会場には10店が出店し、魚貝類や花、温かいそば
やうどんなどの店舗が並び、町民をはじめ帰省中の
家族などで賑わいました。また、来場者には無料で
豚汁が振る舞われ、冷たくなった体を温めていまし
た。

平成18年「新地町消防団出初式」が１月８日、
町総合体育館で行われ、団員、婦人消防隊ら約３５
０人が参加し、今年１年の火の守りを誓いました。
式では、阿部消防団長と加藤町長のあいさつの
後、無火災10年を達成した中島地区に無火災表彰
のほか、永年勤続団員、優良団員、町消防団長表
彰、消防団車庫・機械器具維持管理コンクール表
彰などの各種表彰が行われました。
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今
回
は
、
先
月
の
広
報
し
ん
ち

で
も
取
り
上
げ
た
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症

候
群
）
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
た

生
活
習
慣
病
予
防
に
つ
い
て
で
す
。

生
活
習
慣
病
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

は
、「
一
無
（
無
く
す
こ
と
は
一
つ
）、

二
少
（
減
ら
す
こ
と
は
二
つ
）、
三

多
（
多
く
す
る
こ
と
は
三
つ)

」
に

あ
り
ま
す
。
病
気
に
な
っ
て
か
ら

薬
に
頼
る
の
で
な
く
、
症
状
が
出

る
前
の
生
活
習
慣
病
予
備
軍
の
段

階
で
、
病
気
に
な
ら
な
い
よ
う
に

生
活
改
善
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

Ｒ
君
「
き
の
う
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ

ゼ
ン
ト
も
ら
っ
た
の
。」

保
育
士
「
よ
か
っ
た
ね
〜
。」

Ｒ
君
「
サ
ン
タ
さ
ん
と
ト
ナ
カ
イ

さ
ん
は
忙
し
い
か
ら
、宅
配

便
が
届
け
て
く
れ
た
の
。」

大
忙
し
の
サ
ン
タ
さ
ん
で
す
ね
！

活
動
内
容
は
、
あ
や
と
り
・
こ

ま
回
し
・
お
手
玉
・
竹
馬
・
折
り

紙
を
中
心
に
、
祖
父
母
、
児
童
ク

ラ
ブ
、
の
び
っ
こ
ク
ラ
ス
（
３
〜

５
歳
児
の
縦
割
り
保
育
）
と
の
交

流
会
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
祖
父

３
日

駒
ヶ
嶺
保
育
所

21
日

各
保
育
所

22
日

福
田
保
育
所

下
旬

各
保
育
所

母
交
流
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
だ

け
で
は
な
く
、
祖
父
母
同
士
で
教

え
あ
う
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

今
で
は
、
あ
や
と
り
が
保
育
所

で
大
ブ
ー
ム
と
な
り
、
図
書
館
か

ら
あ
や
と
り
の
本
を
借
り
た
り
、

保
育
所
で
本
を
購
入
し
て
貸
し
出

し
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
貸
し
出

す
時
は
、
競
争
に
な
る
程
で
す
。

勝川派の青年絵師・
春朗(後の北斎)が、絵師
ならではの鋭さで巷の事
件の謎をとく！
江戸情緒と浮世絵の

魅力溢れる傑作時代ミス
テリー。

『春朗合わせ鏡』
高橋　克彦

テレビ制作会社の小野
は、ある日耳にしたヴィ
オラ奏者の演奏に魂を揺
さぶられ、番組制作を決
意。天才少女の栄光と挫
折を追ったドキュメンタ
リーは好評を博すが。
事実かヤラセか、感動
の正体とは？

『讃歌』
篠田　節子

14歳にしてカリブに名
を馳せる海賊ジョリーに
は、ほかの人にはない不
思議な力があった。「死
霊」を売りに、孤島へや
ってくる不気味な男。黒
いマントの下に隠された
その正体とは？
海洋冒険サスペンスシ
リーズ第１弾。

『海賊ジョリーの冒険１』
カイ・マイヤー

全国作文コンクール優
秀賞受賞。その知らせが
届いたのは、亡くなって
３週間後だった。「いま
生きていることの喜びと
命の大切さ」を伝える、
大腿骨骨肉腫で13歳の命
を閉じた猿渡瞳ちゃんの
メッセージ。

『いのちの作文』
綾野　まさる

『ｆａｎｔａｓｉａ』 樹のぶ子
『魔女の笑窪』 大沢　在昌
『スターク・マンローからの手紙』

アーサー・コナン・ドイル
『これから社会に出るきみへ』

エドワード・ホフマン
『機械式腕時計年鑑』

『まほうつかいのいる学校！？』 藤　真知子
『虹になったしずく』

かおかおパンダ・しばさきつとむ
『小中学生からとれる資格と検定大事典！』

オバタカズユキ・斎藤　哲也
『ポケモン４コマまんが全集』 春風邪三太

『地球大進化』

『ＤＥＥＮＴｈｅＢｅｓｔ　キセキ』 ＤＥＥＮ
『アマランタイン』 エンヤ

た
ば
こ
は
気
管
支
炎
、
気
管
支

ぜ
ん
そ
く
だ
け
で
は
な
く
、
心
臓

病
、
脳
卒
中
、
歯
周
病
も
悪
化
さ

せ
ま
す
。

食
事
は
、
あ
と
も
う
少
し
食
べ

ら
れ
る
と
感
じ
る
程
度
に
し
ま
し

ょ
う
。
過
食
は
、
脂
肪
肝
、
高
脂

血
症
、
糖
尿
病
な
ど
を
引
き
お
こ

し
ま
す
。

お
酒
の
ア
ル
コ
ー
ル
成
分
は
、
エ

タ
ノ
ー
ル
と
い
う
も
の
で
、約
20
ｇ

程
度
が
健
康
に
良
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
ビ
ー
ル
な
ら
中
ビ
ン
一
本
、
清

酒
な
ら
一
合
程
度
の
量
で
す
。

運
動
は
、
今
よ
り
約
10
分
、
１，

０
０
０
歩
多
く
歩
く
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
軽
い

運
動
な
ら
、
１
回
30
分
以
上
、
週
２

回
以
上
行
う
よ
う
に
習
慣
づ
け
を
。

休
養
は
、
十
分
に
と
り
ま
し
ょ
う
。

多
接
と
は
、
仕
事
を
離
れ
て
多
く

の
人
、
事
、
物
に
多
く
接
す
る
時
間

を
持
つ
と
い
う
こ
と
で
す
。
余
暇
活

動
を
多
く
持
っ
て
い
る
人
は
、
脳
が

刺
激
さ
れ
、
ボ
ケ
を
抑
え
る
効
果
が

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
こ
の
「
一
無
、
二
少
、

三
多
」
を
実
践
し
て
、
元
気
で
長

生
き
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

福
田
保
育
所
で
は
、
昨
年
か
ら

引
き
続
き
「
伝
承
あ
そ
び
を
通
し

て
豊
か
な
人
間
関
係
を
育
て
る
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
研
究
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

毎
月
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
お

配
り
す
る
「
の
び
っ
こ
通
信
」
の

お
便
り
に
も
、「
今
後
も
続
け
て
欲

し
い
。」「
現
代
の
忙
し
い
中
で
、

ゆ
っ
た
り
と
し
た
優
し
い
気
持
ち

に
な
れ
ま
す
。」「
初
め
て
会
っ
た
方

と
交
流
が
も
て
ま
し
た
。
昔
あ
そ

び
っ
て
素
晴
ら
し
い
。」
と
参
加
し

た
保
護
者
の
方
か
ら
嬉
し
い
感
想

を
頂
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
交
流
会
を
通
し
て
、

保
育
所
と
親
子
・
地
域
の
方
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
ら
れ
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
伝
承
あ
そ

び
の
お
も
し
ろ
さ
、
楽
し
さ
な
ど

を
、
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。



◎場所は保健センター

※平日の修理は上記業者にお申し込みください。

最近、簡易焼却炉や野外焼却による煙や
悪臭についての苦情が増えています。 ごみ
を燃やすと、煙や臭いにより気分が悪くなっ
たり、洗濯物に汚れや臭いがついたり、近所
迷惑になることがあります。
家庭ごみについては、野外焼却を行なわな
いようにしましょう。

町民課( ２１１５)

町
で
は
、
町
営
住
宅
「
中
里
団

地
」
の
入
居
者
を
、
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

福
田
字
清
水
地
内

１
戸

木
造
２
階
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

２
３，

７
０
０
円
〜

３
９，

３
０
０
円

（
収
入
に
応
じ
て
決
定
し
ま
す
。
駐

車
場
使
用
料
は
、
１
台
１，

５
０

０
円
で
す
）

・
現
在
も
同
居
し
、
又
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
が
い
る
方
。

（
た
だ
し
、
50
歳
以
上
の
方
や
条
例

で
定
め
る
方
に
つ
い
て
は
単
身
で

福島県相馬郡新地町谷地小屋字樋掛田30番地 

http://www.shinchi-town.jp

ふ
れあ
いと創造のまち

町
で
は
、
下
水
道
工
事
に
伴
い
、

次
の
区
間
で
交
通
規
制
を
行
っ
て

も
入
居
出
来
ま
す
）

・
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
な
方
。

・
収
入
が
決
め
ら
れ
た
額
以
下
で

あ
る
方
。（
一
律
の
額
で
は
な
く
、

人
数
や
家
族
の
状
況
に
よ
り
異
な

り
ま
す
）

※
２
月
１
日
よ
り
、
小
学
校
就
学

前
の
お
子
さ
ん
が
い
る
世
帯
に
つ

い
て
は
、
収
入
の
上
限
が
月
20
万

円
か
ら
月
26
万
８
千
円
に
拡
大
さ

れ
ま
し
た
。

町
都
市
計
画
課
に
用
意
し
て
あ

る
入
居
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
申

込
書
類
の
返
却
は
い
た
し
ま
せ
ん
）

２
月
17
日

ま
で

２
月
24
日

よ
り

町
野
球
リ
ー
グ
で
は
、
平
成
18

年
度
の
参
加
チ
ー
ム
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

４
月
〜
10
月

自
動
車
税
は
、毎
年
４
月
１
日

現
在
で
自
動
車
を
所
有
し
て
い
る

方
（
登
録
名
義
人
）
に
課
税
さ
れ

ま
す
。

普
通
自
動
車
や
軽
自
動
車
・
バ

イ
ク
等
を
下
取
り
に
出
し
た
り
、

他
人
に
譲
り
渡
し
た
り
、
廃
車
し

た
と
き
に
名
義
変
更
や
抹
消
登
録

の
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
元
の
所

有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
必
ず
３

月
末
ま
で
に
変
更
登
録
の
手
続
き

を
し
ま
し
ょ
う
。

毎
年
、
年
度
末
は
自
動
車
の
検

査
・
登
録
手
続
き
が
急
増
し
ま
す
。

手
続
き
は
出
来
る
だ
け
お
早
め
に

お
願
い
し
ま
す
。

平
成
18
年
１
月
１
日
よ
り
、
原

町
募
集
事
務
所
か
ら
、
相
双
募
集

事
務
所
に
名
称
が
変
わ
り
ま
し
た
。

な
お
、
２
等
陸
海
空
士
、
一
般

幹
部
候
補
生
を
現
在
募
集
中
で
す
。

申
し
込
み
は
左
記
ま
で
お
願
い
し

ま
す
。

自
衛
隊
福
島
地
方
連
絡
部
相
双

募
集
事
務
所
（

４
７
１
２
）

〒
９
７
５
―
０
０
３
３

南
相
馬
市
原
町
区
高
見
町

１
丁
目
１
４
２
―
２

㈱
ト
ー
ヨ
ー
不
動
産
（
代
表
取
締

役
岡
田
庄
治
）

故
中
津
川
正
雄
さ
ん
の
ご
遺
志

と
し
て
中
津
川
和
正
さ
ん（
岡
）よ

り
／
故
小
山
田
和
正
さ
ん
の
ご
遺

志
と
し
て
小
山
田
正
一
さ
ん（
新

町
）よ
り

故
新
谷
敏
美
さ
ん
の
ご
遺
志
と
し

て
新
谷
う
め
子
さ
ん（
沢
口
）よ
り
／

故
小
泉
洋
一
さ
ん
の
ご
遺
志
と
し
て

小
泉
馨
子
さ
ん（
杉
目
）よ
り
／
故

村
山
正
秋
さ
ん
の
ご
遺
志
と
し
て
村

山
正
之
さ
ん（
城
内
）よ
り

故
小
泉
洋
一
さ
ん
の
ご
遺
志
と
し

て
小
泉
馨
子
さ
ん（
杉
目
）よ
り
／

故

加
藤
安
さ
ん
の
ご
遺
志
と
し
て
加
藤

則
夫
さ
ん（
新
地
町
）よ
り
／

故
岡
田

ふ
く
よ
さ
ん
の
ご
遺
志
と
し
て
岡
田

和
彦
さ
ん（
岡
）よ
り
／

故
坪
井
ヤ
ス

さ
ん
の
ご
遺
志
と
し
て
坪
井
三
良
さ

１
チ
ー
ム
１
万
円

町
内
在
住
又
は
町

内
に
勤
務
す
る
方
が
所
属
す
る
チ

ー
ム
（
学
生
・
生
徒
は
除
く
）

２
月
24
日

新
地
公
民
館
（

２
０
８
５
）

い
ま
す
。
工
事
期
間
中
は
交
通
規

制
に
従
い
通
行
す
る
よ
う
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す
。

・
町
道
駒
ヶ
嶺
新
地
線(

旧
国
道)

の
駒
ヶ
嶺
新
町
地
内
（
駒
ヶ
嶺
小

学
校
東
）

・
町
道
上
ノ
町
町
裏
線
の
駒
ヶ
嶺

新
町
地
内(

駒
ヶ
嶺
保
育
所
南)

２
月
１
日
〜
３
月
31
日

都
市
計
画
課
（

２
１
１
３
）

応
募
数
が
募
集
戸
数
を
上
回
っ

た
場
合
は
、
選
考
委
員
会
で
選
考

し
ま
す
。

都
市
計
画
課
（

２
１
１
３
）

水稲作付け面積が、２ｈａ未満の方で販売用の野菜を作付けし

ていない方が適用される｢農業所得簡易計算｣の平成17年度分所得

率及び家事消費等の基準金額は次のとおりです。地場産市場や地元

商店に出荷している方は、すべて収支計算になりますのでご注意願

います｡

・水稲所得率 ２３％

・販売がない方の６０㌔当たりの米単価 １３,８６３円

・自家用畑の１０㌃当たり収入金額 １０８,６５３円

（例）総収入金額が１００万円万円の場合：１００万円×２３％＝２３万円

※総収入金額とは、販売金額・事業消費額・家事消費額・水稲共

済金・とも補償金などです

①販売金額には、農業協同組合や市場・出荷組合及び庭先での販

売金額で、くず米・加工米も含まれます。出荷伝票や取引明細書

をご持参ください。

②事業消費額とは、小作料を米で支払った場合や種籾として使用し

た場合などをいいます｡

③家事消費額は、農産物を自宅で消費したり親戚などに贈答した場

合で、販売価格により計算します

町税務課（ ２１１９）

国
土
交
通
省
福
島
運
輸
支
局

（

０
５
０
―
５
５
４
０
―
２
０
１
５
）

軽
自
動
車
検
査
協
会
福
島
事
務
所

（

０
２
４
―
５
４
６
―
３
２
２
２
）

県
軽
自
動
車
協
会

（

０
２
４
―
５
４
６
―
２
５
７
７
）

県
原
町
自
家
用
自
動
車
協
会

（

２
８
５
０
）

町
税
務
課
（

２
１
１
９
）

ん（
大
戸
浜
）よ
り
／

故
村
山
正
秋
さ

ん
の
ご
遺
志
と
し
て
村
山
正
之
さ
ん

（
城
内
）よ
り

加
藤
則
夫
さ
ん（
新
地
町
）／
岡
田

和
彦
さ
ん
（
岡
）／
村
山
正
之
さ
ん

（
城
内
）／
新
地
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
／

新
地
高
校
生
３
年
Ｂ
組
／

加
藤
聡
美

さ
ん（
杉
目
）／
菅
野
ミ
チ
イ
さ
ん（
藤

崎
）／
佐
藤
正
義
さ
ん
（
上
真
弓
）

本
内
時
江
さ
ん（
岡
）よ
り
大
正

琴
／
特
養
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
31
回
63

人
／
Ｊ
Ａ
す
ず
ら
ん
１
回
２
人
／
新

地
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
１
回
２
人
／

レ
マ
ン
の
会
１
回
２
人
／
漁
協
婦
人

部
１
回
３
人
／
新
地
高
校
２
回
14

人
／
ひ
ま
わ
り
の
家
１
回
２
人

就寝前に、スリッパ、懐中電灯、タオルな
どを枕元に準備しましょう。

相馬地方震災対策推進会議・消防新地分署
（ ２１１７）



１
月
16
日
に
行
わ
れ
た
３
歳

児
健
診
で
、
虫
歯
０
（
ゼ
ロ
）

の
子
供
は
15
人
中
９
人
で
し
た
。

・エネルギー 340ｷﾛｶﾛﾘー ・カルシウム 85mg ・蛋白質　10.1g ・塩分　0.3g

（２人分）
・卵　２個　・牛乳　大さじ２　・ブロッコリー 1/4個　
・アスパラ ２本　・ミックスベジタブル 50g
・鶏ブイヨン 100cc ・生クリーム 100cc ・塩、酒　少々

①卵に牛乳、塩、酒を入れて溶き、フライパンに油を熱し、ふんわり焼く。
②ブロッコリーは子房に分け、さっとゆでる。アスパラもさっとゆで３等
分に切る。

③②とミックスベジタブルを炒め、鶏ブイヨンを入れ少し煮る。
④③に生クリームを入れ、少し煮る。
⑤①の卵を皿に盛りつけ④のソースをかける。

忙しい朝など、野菜が不
足しがちですが、家にある
野菜を利用して簡単に調理
できます。野菜嫌いな子に
おすすめです。

卵と野菜の組み合わせなの
で、バランスのよいメニュー
です。卵は、たんぱく質（筋
肉や血液をつくるもの）が豊
富な食品なので、１日１個は
とるようにしましょう。

新
地
町
を
担
当
す
る
人
権
擁
護

委
員
に
、
伊
藤
章
さ
ん
が
法
務
省

か
ら
１
月
１
日
付
で
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。
任
期
は
３
年
で
、
伊
藤
さ

ん
は
４
期
目
と
な
り
ま
す
。

町
に
は
、
３
名
の
人
権
擁
護

委
員
が
委
嘱
さ
れ
て
お
り
、
地

域
住
民
の
人
権
が
侵
害
さ
れ
な

い
よ
う
に
相
談
を
受
け
る
と
と

も
に
、
被
害
に
遭
っ
た
場
合
に

は
、
救
済
の
た
め
速
や
か
に
適

切
な
措
置
を
と
り
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。

・
伊
藤
　
章
さ
ん

・
齋
籐
善
伸
さ
ん

・
齋
籐
良
子
さ
ん

町
民
課
（

２
１
１
６
）

◆

エ
イ

オ
ー

凍
て
つ
く
空
気
を
裂
く
よ
う
に
元

気
な
声
が
飛
び
交
う
道
場
。

新
春
恒
例
の
寒
げ
い
こ
を
兼
ね
た

少
年
柔
道
大
会
と
剣
道
大
会
に
出
席

し
ま
し
た
。

柔
道
で
は
、
最
初
の
う
ち
は
、
足

が
冷
た
く
て
動
き
が
悪
か
っ
た
子
ど

も
た
ち
も
、
身
体
が
暖
ま
る
に
つ
れ

て
気
合
い
も
入
り
、
大
き
な
声
も
出

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
試
合
が
始

ま
る
と
親
か
ら
も
熱
が
は
い
っ
た
声

援
が
飛
び
ま
す
。
接
戦
を
制
し
、
入

賞
の
楯
や
昇
級
の
証
を
会
長
さ
ん
か

ら
一
人
一
人
手
渡
さ
れ
、
嬉
し
そ
う

な
子
ど
も
た
ち
の
顔
。

剣
道
の
会
場
で
は
、
上
級
生
と
の

試
合
で
、
打
ち
込
ま
れ
、
痛
さ
と
寒

さ
で
泣
い
て
い
た
小
学
１
年
生
の
哲

平
君
も
、
表
彰
式
で
は
、
上
級
生
や

中
学
生
を
称
え
て
、
立
派
に
号
令
を

か
け
ま
し
た
。
頑
張
れ
哲
平
君
！

試
合
が
終
わ
っ
て
、
保
護
者
の
方

が
作
っ
て
く
れ
た
お
餅
を
、
頬
張
る

子
ど
も
た
ち
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

み
な
さ
ん
、
病
気
や
ケ
ガ
に
は
十

分
注
意
し
て
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ

て
く
だ
さ
い
。
今
後
の
活
躍
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

第
24
回
県
建
築
文
化
賞
に
お
い
て
、
町
役
場
庁
舎
が
優

秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

町
役
場
庁
舎
は
、
平
成
14
年
に
建
設
さ
れ
、
光
熱
費
を
同

様
の
施
設
の
半
分
以
下
に
縮
減
す
る
こ
と
を
目
標
に
設
計
・

施
工
さ
れ
た
環
境
対
応
型
の
庁
舎
で
す
。
光
を
ふ
ん
だ
ん
に

取
り
入
れ
た
造
り
で
、
全
館
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
理
念
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
協
力
を
い
た
だ
い
た
方
々
に
感
謝
す
る
と
と

も
に
、
今
後
も
町
民
の
皆
さ
ま
に
親
し
ま
れ
る
施
設
に
し
て

い
き
ま
す
。

県
教
育
委
員
会
主
催
の
「
十
七

字
の
ふ
れ
あ
い
」
コ
ン
テ
ス
ト
で
、

新
地
高
校
２
年
の
佐
藤
寿
樹
さ
ん
と

目
黒
淑
元
さ
ん(

小
川)

の
作
品
が
、

一
万
七
千
組
を
超
え
る
応
募
の
中
か

ら
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
４
年

目
を
迎
え
る
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、

子
ど
も
と
大
人
１
組
で
自
然
活
動
で

の
体
験
談
を
十
七
字
（
五
・
七
・
五
）

で
表
現
す
る
も
の
で
す
。

応
募
し
た
作
品
は
、
昨
年
６
月
に

小
雨
の
ち
ら
つ
く
中
、
新
地
高
校
生

徒
と
小
川
地
区
の
方
た
ち
が
、
国
道

沿
い
の
花
壇
に
、
花
の
苗
植
え
を
行

っ
た
と
き
の
様
子
を
詠
っ
た
も
の
で

す
。



再生紙使用

（平成１７年１２月２１日～平成１８年１月２０日届出）

※この欄に掲載を希望しない方は、届出のときに申し出てください。

各種教室・クラブの作品の展示などが行われた「生涯学習フ
ェスティバル」が1月28日、29日の2日間、農村環境改善センタ
ーで開かれ、子どもからお年寄りまで多くの町民で賑わいまし
た。
28日は、トールペイント体験教室で、コルクの板に絵や模様を描

いてオリジナルコースターを作りました。また、風船を使って動物
や花をつくるバルーンアート体験が行われました。
29日は、各種教室・クラブ、自主サークルのみなさんによる
学習発表会や、ミニコンサートなどが行われました。

（子供） （親） （地区）

奈
な

瑠
る

大和田一彦・幸　枝 城　内

大
だい

士
し

鈴木　浩二・めぐみ 小　川

◆初日の出の写真を撮ろうと鹿狼山に登った。年末に降

った雪と、重いカメラバックで一苦労。さらに大変だっ

たのは、下山するときだった。雪で滑らないようにと足

に力をいれ、慎重に歩いていた。そんな中、私の横を身

軽に走っていく子どもがいた。雪道を転ばないで、あっ

というまに見えなくなってしまった。なぜ転ばないんだ

ろう、そして、あの子は一体・・・。 （健）

（死亡者）（年齢） （地区）

五味　佑吉 63歳 中　島

加藤　　安 89歳 新地町

梅津まさを 80歳 菅　谷

新谷　敏美 48歳 沢　口

佐々木一郎 76歳 高　田

坪井　ヤス 82歳 大戸浜

三島　義視 93歳 大戸浜

村山　正秋 93歳 城　内

（死亡者）（年齢）（地区）

岡田ふくよ 93歳 岡

幾世橋貞重 83歳 明　地

上舘ハルミ 88歳 小　川

荒　タマヨ 87歳 今　泉

荒　　　君 47歳 新地町

菅野　ナツ 86歳 小　川

山尾　清一 81歳 明　地

藤井ふさこ 95歳 大戸浜




